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神戸市立工業高等専門学校 2006年度シラバス

発変電工学 (Generation and Transformation of Electric Power)

藤井 富朗

電気工学科・5年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

A4-5(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

エネルギー変換の概要を述べ，水力，火力，原子力発電についてその基礎理論とシステムおよびプラントの
構成要素を講義する．次に，変電所の役割と構成，系統運用の概要を説明し，さらにエネルギーと環境問題
について講義し新しい発電方式の研究開発状況を紹介する．

【A4-5 】 水力学の基礎理論および各種水力発電所の構成と
設備を理解し，水力発電に関する知識と計算問題が解ける能
力を身につける。

演習問題のレポートおよび前期中間試験で，水力学および水
力発電に関する理解度を評価する。

【A4-5 】 熱力学の基礎理論および汽力発電，ガスタービン
発電，内燃力発電所の構成と設備を理解し，火力発電に関す
る知識と計算問題が解ける能力を身につける。

演習問題のレポートおよび前期定期試験で，熱力学および火
力発電に関する理解度を評価する。

【A4-5 】 原子核物理の基礎理論および各種原子力発電所の
構成と設備を理解し，原子力発電に関する知識と計算問題が
解ける能力を身につける。

授業中の小テストおよび後期中間試験で，原子核物理および
原子力発電に関する理解度を評価する。

【A4-5 】 変電所の役割とその構成機器と運用方法を理解し
て説明できる能力を身につける 後期定期試験で，変電設備に関する理解度を評価する。

【A4-5 】 エネルギーと環境問題を理解して，その解決方法
を考える能力を身につける。 後期定期試験でエネルギーと環境問題に関する理解度を評価

する。

成績は，試験80%，レポート10%，小テスト10%として評価する．

「新編電気工学講座37発変電工学」山本，鈴木，高橋著，コロナ社

「発電・変電 改訂版」電気学会編，オーム社
「大学課程 発変電工学」植野一郎著，オーム社

応用物理I，II，電気機器，送配電工学



テーマ 内容（目標，準備など）週

授業計画１（発変電工学）

1
発電総論。エネルギー変換論。我が国の電気事業概
説。 エネルギー変換としての発電工学の位置づけを説明し，我が国の電気事業の歴史および現状を述べる．

2 水力発電の基礎理論。水力学。河川の流量
水の位置エネルギーから落差，流量の定義および理論出力を導く．またベルヌーイの定理および連続の式より水
力学の基本公式を説明する．

3 水力発電設備。ダム。水路。その他の土木設備。
落差の取り方による各種水力発電方式を紹介し，ダム，導水路等の水力発電所の土木設備と門扉等その付随設備
を解説する．

4 各種水車の構造と特徴。 水力発電で使用される水車の構造と特徴および付帯設備を説明する．

5 水車発電機。水力発電所の諸設備。 水力発電所で使用される発電機の特徴を説明し，その他発電所に設置される設備を紹介する．

6 水力発電所の管理。揚水発電。水力問題演習。
水力発電所の運転制御法を解説する．揚水発電の方式，潮力発電を説明し，水力発電全般の演習問題を出題し回
答をレポートで提出する．

7 前期中間試験 電気事業の歴史，水力発電に関する試験を行う．

8 火力発電の基礎理論。熱力学。 熱力学とランキンサイクルを説明し，火力発電におけるエネルギー変換，エネルギーの流れを解説する．

9 各種燃料の特徴。ボイラおよび蒸気タービン。
火力発電で使用される固体，液体，気体燃料の特徴と燃焼方法，ボイラ内に設置される熱吸収機器の配置を説明
する．次に，各種蒸気タービンの構造と動作原理を解説する．

10 給水ポンプ。復水器その他の設備。 給水ポンプ，復水器，再熱器，給水加熱器，所内電力設備等の構造と特性．

11 タービン発電機の特徴と制御。 火力発電所で使用されるタービン発電機の特徴および並列運転条件．

12
火力発電所の排煙処理設備およびその他の公害防止
機器 電気集塵装置，排煙脱硫脱硝装置の構造と動作原理および温排水の影響を述べる．

13 火力発電所の管理と運用 熱効率その他効率の定義および計算．最近の火力発電所運転制御を紹介する．

14 ガスタービン発電。内燃力発電。 各種ガスタービンの構造と特徴．ディーゼルおよびガソリン内燃力発電の特徴を述べる．

15 火力発電問題演習 火力発電全般に関する演習問題を出題し，解答をレポートで提出．

16 原子力発電の基礎理論。原子核物理。 原子核分裂による質量欠損と結合エネルギーの放出について説明する．

17 核分裂連鎖反応と中性子束分布。減速材，吸収材。
熱中性子によるウラン235の分裂と高速中性子減速材，吸収材による制御について説明し，臨界状態の核分裂連
鎖反応を維持する条件を示す．

18 各種原子炉と原子力発電所の構成。 加圧水型および沸騰水型軽水炉の構造を説明する．また，ガス冷却炉，高速増殖炉の構造と特徴を紹介する．

19 原子炉の制御理論。 軽水炉について，加圧水型および沸騰水型の相違点を中心にその制御方法，自己制御性を説明する．

20 各種安全設備。核燃料サイクル。放射線管理。 核燃料サイクルと原子炉安全設備について説明し，わが国の問題点や今後の課題等を指摘する．

21 地熱発電。原子力発電問題演習。 地熱エネルギーとその発電設備を説明し，世界およびわが国の地熱発電所を紹介する．

22 後期中間試験 原子力発電，地熱発電に関する問題を出題する．

23 変電所の機能と構成。 送電配電の概要と変電所の持つべき機能を説明する．代表的な変電所の構成を示す．

24 主変圧器，遮断器その他の変電所構成機器 変電所を構成する機器についてその機能，構造を紹介する．

25 変電所の運用。周波数変換所。 最近の変電所運用技術を紹介する．また，周波数変換所の構成と機能について説明する．

26 系統運用の意義と方法。 最近の電力網と系統運用の目標，方法について解説する．

27 世界のエネルギー事情とエネルギー問題 人口問題，食料問題も含めエネルギー需給の歴史を説明し，環境を含む将来の問題点を指摘する．

28 わが国のエネルギー事情と課題
明治以来のわが国のエネルギー消費の推移と主エネルギー源の変遷を述べる．サンシャイン計画，ムーンライト
計画などのプロジェクトを紹介する．

29
新しい発電方式。直接発電，太陽エネルギー，その
他の自然エネルギー 現在研究開発が行われている新しい発電方式の原理と研究の現状を紹介する．

30 核融合，宇宙太陽光発電の開発状況。環境問題。
核融合の原理，プラズマ封じ込め装置の概要と宇宙太陽光発電の開発の現状を紹介し，環境問題を含めた将来の
エネルギー問題を説明する．

備

考

中間試験および定期試験を実施する．前期中間試験は水力発電，前期定期試験は火力発電，後期中間試験は原子力
発電，後期定期試験は変電，系統運用および新発電方式の範囲で主に出題し，各100点で採点する。


